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聖
徳
太
子
に
関
係
す
る
遺
物
と
し
て
、
中
宮
寺
に
残
る
天
寿
同
繍
帳
は
、
も
と
は
大
き
な
帳
で
二
帳
あ
っ
た
も
の
の
、
破
損
が
著
し
く
、
現
在
は
い
く
つ
か
の
断
片
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
繍
帳
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
銘
文
は
、
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（１）
飯田瑞穂氏によって復一兀された銘文は次のとおりである。
斯
帰
斯
麻
宮
治
天
下
天
皇
名
阿
米
久
繭
意
斯
波
留
支
比
里
爾
波
乃
彌
己
等
嬰
巷
奇
大
臣
名
伊
奈
米
足
尼
女
名
吉
多
斯
比
彌
乃
彌
ｕ
等
為
大
府
生
名
多
至
波
奈
等
已
比
乃
彌
己
等
妹
名
等
已
彌
居
加
斯
支
移
比
彌
乃
彌
己
等
復
嬰
大
后
弟
名
乎
阿
尼
乃
彌
己
等
為
后
生
名
孔
天
寿
同
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
は
じ
め
に
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
慌我元之千部為彌間尾移等部
因大比雛時間后乃人治比多間
図主我恐多人・彌公王彌麻人
像応大‘懐至母・己主多乃斯公
主
斯
帰
斯
支
乃
彌
己
彌
己
等
為
至
波
奈
等
為
大
后
坐
等
嬰
尾
治
・
・
歳
在
王
崩
明
年
波
奈
大
女
心
難
止
使
王
所
告
世
生
於
天
寿
欲
観
大
王
麻
天
皇
之
等
嬰
庶
妹
大
后
坐
乎
已
比
乃
彌
濱
辺
宮
治
大
王
之
女
辛
巳
十
二
二
月
廿
二
郎
悲
哀
嘆
我
大
王
輿
間
虚
假
唯
国
之
中
而
住
生
之
状
野
見
山
由
佳
子
名
蕊
奈
名
等
已
彌
沙
多
宮
治
己
等
嬰
庶
天
下
生
名
名
多
至
波
月
廿
一
癸
日甲戌夜
息
白
畏
天
母
王
如
期
佛
是
真
玩
彼
国
之
形
天
皇
聞
之
七
棲眼味従皇半酉奈等妹天居久
然所其遊前太１１大巳ｊｉＺｉ下加羅
告厄法痛日子入女刀孔生斯乃
日看謂酷啓崩孔郎彌部名支布
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有
一
我
子
所
啓
誠
以
為
然
勅
諸
采
女
等
造
繍
帳
二
張
書
者
東
漢
末
賢
高
麗
加
西
溢
又
漢
奴
加
己
利
令
者
椋
部
秦
久
麻
（前半と後半を便宜上・・・で区分した）
こ
の
銘
文
に
よ
る
と
、
推
古
三
十
年
に
等
已
刀
彌
彌
乃
彌
己
等
（
以
下
、
太
子
）
が
莞
去
し
た
後
、
妃
で
あ
る
多
至
波
奈
大
女
郎
が
太
子
の
往
生
し
た
天
寿
国
を
見
た
い
と
発
願
し
、
推
古
天
皇
の
詔
で
製
作
さ
れ
た
と
あ
る
。
天
寿
国
繍
帳
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
そ
の
銘
文
の
内
容
が
、
天
皇
号
の
使
用
開
始
時
期
や
和
風
諭
号
を
め
ぐ
る
問
題
や
太
子
信
仰
の
成
立
に
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
研究がなされている。
ま
ず
、
和
風
諭
号
に
つ
い
て
、
林
幹
彌
氏
は
、
銘
文
中
に
見
ら
れ
る
和
風
の
天
皇
名
を
諭
号
で
あ
る
と
解
釈
し
、
諭
号
は
天
武
朝
よ
り
記
紀
編
纂
に
伴
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
繍
帳
銘
文
成
（２）
立
を
そ
れ
以
後
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
大
橋
一
章
氏
の
反
論
が
あ
る
。
大
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
「
宮
号
を
冠
し
た
天
皇
名
は
、
識
号
で
は
な
く
、
天
皇
即
位
後
の
尊
称
で
あ
る
と
し
て
、
繍
帳
の
成
（３）
立
を
推
古
朝
と
想
定
す
る
こ
と
に
何
ら
問
題
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
大
橋
氏
と
同
様
に
繍
帳
の
成
立
を
銘
文
ど
お
り
推
古
朝
と
考
え
る
の
は
義
江
明
子
氏
で
あ
る
。
義
江
氏
は
銘
文
中
の
系
譜
記
事
法
政
史
学
第
六
十
六
号
に
注
目
し
、
「
太
子
と
橘
大
郎
女
の
婚
姻
は
欽
明
に
始
ま
る
王
統
と
稲
目
に
始
ま
る
蘇
我
氏
と
の
両
系
統
に
属
す
る
男
女
の
結
合
で
あ
っ
た
と
し
て
、
繍
帳
銘
系
譜
は
推
古
朝
成
立
で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
（４）
吉向い」と論じられた。
一
方
で
繍
帳
の
推
古
朝
成
立
を
否
定
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
。
東
野
治
之
氏
は
、
銘
文
の
天
皇
称
呼
や
図
様
の
詳
細
な
検
討
を
も
と
に
「
現
存
す
る
天
寿
国
繍
帳
の
制
作
年
代
は
天
武
持
統
朝
で
あ
り
、
推
古
末
年
に
作
ら
れ
た
古
い
繍
帳
の
図
様
や
銘
文
を
下
敷
き
に
し
て
（５）
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
間
正
之
氏
は
、
こ
れ
ま
で
繍
帳
銘
に
は
古
い
字
音
仮
名
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
成
立
を
推
古
朝
と
み
る
意
見
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
推
古
朝
遺
文
を
再
検
討
さ
れ
た
う
え
で
、
「
推
古
朝
遺
文
に
古
韓
音
に
依
拠
し
た
仮
名
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
の
成
立
を
証
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
繍
帳
銘
も
含
む
推
古
朝
（６）
遺
文
の
成
立
は
、
推
古
朝
よ
り
ほ
ぼ
一
世
紀
遅
れ
る
」
と
考
察
さ
れ
た。さ
ら
に
、
金
沢
英
之
氏
は
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
銘
文
中
に
見
ら
れ
る
間
人
王
の
忌
日
の
干
支
の
ず
れ
に
関
し
て
、
「
儀
鳳
暦
に
よ
り
、
計
算
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
で
説
明
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
繍
帳
銘
の
成
立
は
早
く
と
も
儀
鳳
暦
と
元
嘉
暦
の
併
用
が
詔
さ
■■■■■■■■■■■■
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天
寿
国
繍
帳
銘
系
譜
記
事
に
つ
い
て
は
、
義
江
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
義
江
氏
に
よ
る
と
、
天
寿
国
繍
帳
銘
の
系
譜
様
式
は
「
Ａ
姿
Ｂ
為
后
生
Ｃ
」
で
あ
り
、
「
Ａ
要
Ｂ
生
児
Ｃ
」
と
す
る
「
上
官
記
下
巻
注
云
」
の
系
譜
記
事
と
比
べ
る
と
「
為
后
」
を
含
む
こ
と
か
ら
、
新
し
い
も
の
ら
し
い
。
さ
ら
に
「
Ａ
要
Ｂ
為
后
生
Ｃ
、
復
嬰
Ｄ
…
…
」
あ
る
い
は
「
Ａ
姿
Ｂ
為
后
生
Ｃ
、
要
Ｅ
…
…
」
と
主
格
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
主
格
を
繰
り
返
す
「
上
寓
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
系
譜
記事前半部分より古く、したがって、「上官記下巻注云」
の
系
譜
記
事
、
天
寿
国
繍
帳
銘
系
譜
、
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
れ
た
持
統
四
年
以
降
、
も
し
く
は
儀
鳳
暦
が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
文
（７）
武
朝
以
降
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
小
論
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ま
ず
、
繍
帳
銘
の
系
譜
記
事
に
つ
い
て
、
用
語
上
の
問
題
と
義
江
氏
の
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
系
譜
意
識
」
を
中
心
に
検
討
を
進
め
た
い
。
ま
た
銘
文
内
の
二
つ
の
語
「
大
王
」
と
「
公
主
」
に
注
目
し
て
、
他
の
史
料
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
言
葉
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
図
様
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
も
加
え
て
、
天
寿
国
繍
帳
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
系
譜
記
事
か
ら
の
考
察
系
譜
記
事
前
半
部
分
と
い
う
順
に
成
立
し
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
上
官
記
」
逸
文
や
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
成
立
時
期
に
関
し
て
も
諸
説
が
あ
り
、
こ
の
両
史
料
と
比
較
す
る
こ
と
で
繍
帳
銘
の
成
立
時
期
を
絞
り
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
系
譜
記
事
の
中
の
「
斯
帰
斯
麻
天
皇
之
子
名
蕊
奈
久
羅
乃
布
等
多
麻
斯
支
乃
彌
己
等
」
と
「
子
」
の
語
の
表
記
に
注
Ｈ
し
た
い
。
「
上
官
記
下
巻
注
云
」
の
系
譜
記
事
や
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説」の系譜記事は、「児」の表記であり、瀬間氏によると、
「大宝二年の御野国戸籍では男子に「子」、女子に「児」
を
用
い
る
と
い
う
使
い
分
け
が
さ
れ
て
お
り
、
「
児
」
か
ら
「
子
」
へ
の
移
行
時
期
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
頃
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
子
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
繍
帳
銘
系
譜
の
成
立
は
八
世
紀
初
め
以
降
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
系
譜
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
義
江
氏
は
「
太
子
と
妃
の
婚
姻
は
欽
明
に
始
ま
る
壬
統
と
稲
凹
に
始
ま
る
蘇
我
氏
と
の
両
系
統
に
属
す
る
男
女
の
結
合
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
に
繍
帳
銘
系
譜
の
意
味
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
そ
う
し
た
系
譜
意
識
が
大
き
な
社
会
的
意
味
を
持
っ
た
の
は
推
古
朝
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
繍
帳
銘
系
譜
の
成
立
を
推
古
朝
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る。こ
の
点
に
関
し
て
は
、
大
山
誠
一
氏
が
、
山
の
上
碑
や
「
上
官
一
九
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阿
米
久
爾
意
斯
波
留
支
比
里
爾
波
乃
彌
己
等
口繩鯆蝿駒繩權多至波一大女Ⅷ
乃
彌
己
等
た
縫
奈
久
羅
乃
布
等
多
麻
斯
支
乃
彌
己
等
の
母
石
姫
は
、
「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と
欽
明
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
。
し
か
し
、
繍
帳
銘
で
は
「
吉
多
斯
比
弥
乃
弥
己
等
」
を
記
」
逸
文
の
継
体
天
皇
系
譜
を
例
に
挙
げ
て
、
「
族
長
位
が
父
子
で
「
大
后
」
と
し
た
こ
と
か
ら
石
姫
を
記
載
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
継
承
さ
れ
た
よ
う
に
、
支
配
層
に
あ
っ
て
は
明
ら
か
に
父
系
が
重
視
れ
な
い
。
「
吉
多
斯
比
彌
乃
彌
己
等
」
を
「
大
后
」
と
し
た
の
は
、
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
山
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
作
者
が
太
子
父
系
を
皇
后
所
生
と
し
て
作
り
上
げ
た
か
っ
た
の
で
は
「
母
方
が
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
双
系
社
会
と
い
え
ど
も
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
石
姫
は
敏
達
天
皇
の
母
で
あ
り
、
そ
の
父
系
が
優
先
さ
れ
て
い
た
か
ら
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
子
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
は
天
智
・
天
武
天
皇
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
うか。
で
あ
る
。
推
古
朝
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
代
だ
と
、
石
姫
の
近
親
者
な
お
、
義
江
氏
の
系
譜
意
識
に
関
す
る
論
述
は
、
多
至
波
奈
大
女
も
ま
だ
生
存
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
で
き
郎
の
母
と
蕊
奈
久
羅
乃
布
等
多
麻
斯
支
乃
彌
己
等
の
母
石
姫
に
つ
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
も
繍
帳
銘
系
譜
記
て
、
「
欽
明
に
始
ま
る
王
統
と
稲
目
に
始
ま
る
蘇
我
氏
と
の
両
系
統
事
の
成
立
年
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
た
が
う
こ
と
な
く
八
世
紀
に
属
さ
な
い
た
め
カ
ッ
ト
さ
れ
た
」
と
い
う
解
釈
に
基
づ
い
て
い
初
め
以
降
の
成
立
と
い
う
の
は
、
妥
当
だ
と
思
う
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
二
○
天
寿
国
繍
帳
銘
系
譜
る
。
し
か
し
、
多
至
波
奈
大
女
郎
の
母
に
雌憲尼上洲乃彌
己
乎
阿
尼
乃
彌
己
等
等
已
彌
居
加
斯
支
移
比
彌
乃
彌
己
等
〒１１尾治王
仏蠅川肺鶴景ＴＩＩ父
多
至
波
奈
等
己
比
乃
彌
己
等
関
し
て
は
、
太
子
一
族
の
詳
細
な
系
譜
を
孔
部
間
人
公
主
伝
え
る
「
上
官
記
下
巻
注
云
」
の
系
譜
や
Ｔｌｌｌｌｌ等已刀彌彌乃彌己等「上官聖徳法王帝説」の系譜にも見
ら
れ
な
い
。
繍
帳
銘
系
譜
記
事
の
成
立
し
た
時
代
に
は
す
で
に
そ
の
名
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
縫
奈
久
羅
乃
布
等
多
麻
斯
支
乃
彌
己
等
の
母
石
姫
は
、
「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と
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天
寿
国
繍
帳
の
銘
文
は
、
前
半
の
系
譜
部
分
と
後
半
の
部
分
で
は
、
同
一
人
物
で
そ
の
表
記
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
前
半
の
「
等
已
彌
居
加
斯
支
移
比
彌
乃
彌
己
等
」
が
後
半
部
分
で
は
「
天
皇
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
等
已
刀
彌
彌
乃
彌
己
等
」
は
後
半
部
分
で
は
「
太
子
」
あ
る
い
は
「
（
我
）
大
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
繍
帳銘の後半の部分を検証する。後半の部分では、「天皇」
と
は
推
古
天
皇
を
指
し
、
「
大
王
」
は
聖
徳
太
子
を
指
し
て
い
る
。
太
子
を
「
大
王
」
と
記
述
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
大
王
位
に
つ
い
て
い
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
太
子
信
仰
の
萌
芽
と
見
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
繍
帳
銘
に
お
け
る
「
大
王
」
の
語
は
、
「
Ⅲ
本
書
紀
」
に
み
ら
れ
る
使
用
例
と
よ
く
似
て
い
る
と
思
う
。
以下、「Ⅱ本書紀」における「大王」の例を挙げる。
①
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀
四
十
一
年
春
二
川
、
響
川
天
皇
肋
。
時
太
子
菟
道
稚
郎
子
、
譲
位
千
大
鶴
鶴
尊
、
未
即
帝
位
。
仏
諮
大
鶴
鶴
尊
、
夫
君
天
下
、
以
治
萬
民
者
、
孟
之
如
天
、
容
之
如
地
。
上
有
醗
心
、
以
使
百
姓
。
百
姓
欣
然
、
天
下
安
実
。
今
我
也
弟
之
。
且
文
献
不
足
。
何
敢
繼
嗣
位
、
登
天
業
乎
。
大
王
者
風
姿
岐
畷
。
仁
孝
遠
聡
、
以
歯
且
長
。
足
爲
天
下
之
君
。
天
寿
国
繕
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
一
一
天
寿
国
繍
帳
銘
に
み
る
「
天
皇
」
と
「
大
王
」
の
混
在
②
允
恭
天
皇
即
位
前
紀
群
臣
再
拝
言
、
夫
帝
位
不
可
以
久
礦
。
天
命
不
可
以
謙
距
。
今
大
王
留
時
逆
衆
、
不
正
號
位
、
臣
等
恐
、
百
姓
望
絶
也
。
願
大王碓勢、猫即天皇位。（中略）
於
是
群
臣
皆
川
請
川
、
臣
伏
計
之
、
大
王
奉
呈
祖
宗
廟
、
最
宜
稲
。
雛
天
下
萬
民
、
皆
以
為
宜
。
願
大
王
聴
之
。
③
允
恭
天
皇
元
年
十
二
月
元
年
冬
十
有
二
月
、
妃
忍
坂
大
中
姫
命
、
苦
群
臣
之
憂
吟
、
而
親
執
洗
手
水
、
進
子
皇
子
前
。
価
啓
之
日
、
大
王
僻
而
不
即
位
。
位
空
之
、
既
經
年
月
。
群
臣
百
寮
、
愁
之
不
知
所
爲
。
願
大
王
從
群
望
、
強
即
帝
位
。
④
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
大
臣
装
束
已
畢
、
進
軍
門
脆
拝
日
、
臣
雌
被
戦
、
莫
敢
聴
命
。
古
人
有
云
、
匹
夫
之
志
、
難
可
奪
、
方
屡
乎
臣
。
伏
願
、
大
王
奉
献
臣
女
韓
媛
與
葛
城
宅
七
厘
、
請
以
贈
罪
。
天
皇
不
許、縦火幡宅。
⑤
継
体
天
皇
元
年
二
月
男
大
通
天
皇
謝
日
、
子
民
治
國
重
事
也
。
寡
人
不
才
、
不
足
以
稲
。
願
請
、
廻
慮
樺
賢
者
。
寡
人
不
敢
當
。
大
伴
大
連
、
伏
地
固
請
。
男
大
通
天
皇
西
向
譲
者
三
。
南
向
譲
者
再
。
大
伴
大
連
等
呰
日
、
臣
伏
計
之
、
大
王
子
民
治
風
、
最
宜
稻
。
臣
等
、
一一一
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爲
宗
廟
社
櫻
、
計
不
敢
忽
。
幸
籍
衆
願
、
乞
垂
聴
納
。
男
大
通
天
皇
日
、
大
臣
大
連
、
將
相
諸
臣
、
成
推
寡
人
。
寡
人
敢
不
乖、乃受璽符。
⑥
欽
明
天
皇
二
年
四
月
百済聖明王調任那旱岐等一言、日本天皇所詔者、全以
復
建
任
那
。
今
用
何
策
、
起
建
任
那
。
壼
各
議
忠
、
奉
展
聖
懐。任那芋岐等對Ｈ、前再一一一廻、與新羅議。而無答
報
。
所
圖
之
旨
、
吏
告
新
羅
、
尚
無
所
報
。
今
宜
倶
遣
使
、
性
奏
天
皇
。
夫
建
任
那
者
、
髪
在
大
王
之
意
。
祗
承
教
旨
。
誰
敢
間
言
。
然
任
那
境
接
新
羅
。
恐
致
卓
淳
等
禍
。
⑦
欽
明
天
皇
五
年
二
月
於
是
、
任
那
羊
岐
等
日
、
由
使
來
召
、
便
欲
往
蓼
、
日
本
府
卿
、
不
肯
發
遣
。
故
不
往
焉
。
大
王
、
爲
建
任
那
、
鯛
情
曉
示。観遊折喜、難可具申。
⑧
欽
明
天
皇
五
年
十
一
川
吉
備
臣
・
任
那
旱
岐
等
日
、
夫
建
任
那
國
、
唯
在
大
王
。
欲
翼遵王、倶奏聴勅。（中略）
於
是
、
吉
備
臣
・
旱
岐
等
日
、
大
王
所
述
三
策
、
亦
協
愚
情
而
已
。
今
願
、
歸
以
敬
諮
日
本
大
臣
。
〈
謂
在
任
那
日
本
府
之
大臣也。〉安羅壬・加羅王、倶遣使同奏天皇。此誠千
載
一
會
之
期
、
可
不
深
思
而
熟
計
歎
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
以
上
、
十
一
件
の
す
べ
て
の
例
に
お
い
て
「
大
王
」
の
語
は
会
話
文の中で使用されている。⑥三①⑨三Ｕは百済の聖明王あるい
⑨
計
明
天
皇
即
位
前
紀
時
大
兄
王
、
使
傳
問
群
大
夫
等
日
、
天
皇
遺
詔
奈
之
何
。
對
日
、
臣
等
不
知
其
深
。
唯
得
大
臣
語
状
稲
、
天
皇
臥
病
之
日
、
詔
田
村
皇
子
日
、
非
輕
諏
言
來
之
國
政
。
是
以
、
雨
田
村
皇
子
、
愼
以
言
之
。
不
可
緩
。
次
詔
大
兄
王
日
、
汝
肝
稚
。
而
勿
誼一言。必宜從群一言。是乃近侍諸女王及釆女等悉知之。
且大王所察。
⑩
箭
明
天
皇
元
年
正
月
元
年
春
正
月
癸
卯
朔
丙
午
、
大
臣
及
群
卿
、
共
以
天
皇
之
璽
印
、
献
於
田
村
皇
子
。
則
辮
之
日
、
宗
廟
重
事
実
。
寡
人
不
賢
。
何
敢
當
乎
。
群
臣
伏
固
請
日
、
大
王
先
朝
鍾
愛
、
幽
顯
属
心
。
宜
纂
皇
綜
、
光
臨
億
兆
。
即
日
、
即
天
皇
位
。
⑪
皇
極
天
皇
元
年
二
月
丁
未
、
遣
諸
大
夫
於
難
波
郡
、
検
高
麗
國
所
貢
金
銀
等
、
井
其
献
物
。
使
人
貢
献
既
詑
、
而
諮
云
、
去
年
六
月
、
弟
王
子
莞
。
秋
九
月
、
大
臣
伊
梨
阿
須
彌
試
大
王
、
井
試
伊
梨
渠
世
斯
等
百
八
十
餘
人
。
価
以
弟
王
子
兒
爲
王
。
以
己
同
姓
都
須
流
金
流爲大臣。
二
二
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⑤
群
臣
が
後
の
継
体
天
皇
へ
即
位
を
促
す
⑨
群
臣
が
山
背
大
兄
王
へ
話
し
か
け
る
（
箭
川
天
皇
の
即
位
前
に
、
推
古
天
皇
の
遺
言
に
関
し
て
）
⑩
群
臣
が
後
の
箭
明
天
皇
へ
即
位
を
促
す
こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
皇
太
子
あ
る
い
は
天
皇
の
位
に
非
常
に
近
い
と
思
わ
れ
る
人
物
に
対
し
て
、
即
位
に
際
し
て
の
一
連
の
出
来
事
の
中
で
、
「
大
王
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
繍
帳
銘
の
「
大
王
」
を
み
る
と
、
や
は
り
会
話
文
の
中
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
妃
多
至
波
奈
大
女
郎
が
推
古
天
皇
と
の
会
話
の
中
で
、
太
子
の
こ
と
を
。
我
）
大
王
」
と
呼
ん
で
お
り
、
「
日
本
書
紀
』
の
使
用
例
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
皇
号
が
成
立
し
た
後
、
「
大
王
」
の
語
は
そ
れ
ま
で
の
意
味
を
失
っ
て
、
皇
太
子
あ
る
い
は
天
皇
の
位
に
非
常
に
近
い
と
思
わ
れ
る
人
物
に
対
し
て
、
敬
称
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
は
高
麗
の
王
を
指
す
敬
称
で
あ
る
。
そ
の
他
の
例
を
み
る
と
、
①
皇
太
子
で
あ
る
菟
道
稚
郎
子
が
後
の
仁
徳
天
皇
へ
譲
位
②
群
臣
が
後
の
允
恭
天
皇
へ
即
位
を
促
す
③妃忍坂大中姫命が後の允恭天皇へ即位を促す
④
大
胞
が
後
の
雄
略
天
皇
へ
話
し
か
け
る
（
皇
位
を
め
ぐ
る
争
い
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
の際）
前
章
で
は
、
繍
帳
銘
系
譜
部
分
の
考
察
か
ら
八
世
紀
初
め
以
降
の
成
立
で
あ
る
と
想
定
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
「
日
本
書
紀
」
の
記
事
と
近
似
す
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
点
か
ら
も
、
同
じ
時
期
の
成
立
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
天
寿
国
繍
帳
銘
文
の
中
に
「
孔
部
間
人
公
主
」
と
い
う
記
載
が
あ
る。「
公
主
」
と
は
、
皇
女
の
こ
と
で
あ
り
、
元
来
中
国
の
呼
称
で
あ
る
。
ま
た
、
瀬
間
氏
に
よ
る
と
「
早
く
か
ら
古
代
朝
鮮
半
島
で
も
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
」
と
い
う
。
繍
帳
銘
文
の
他
に
「
公
主
」
が
用
い
ら
れ
た
例
を
み
る
と
、
①「元興寺丈六釈迦仏光背銘」
而
妹
公
主
名
止
与
弥
挙
寄
斯
岐
移
比
弥
天
皇
②「法隆寺伽藍縁起井流記資財帳」
請
上
宮
聖
徳
法
王
、
令
講
法
華
勝
鬘
等
経
岐
、
其
儀
如
僧
、
諸
王
公
主
及
臣
連
公
民
信
受
無
不
喜
也
③「上官聖徳法王帝説」
少
治
田
天
皇
請
上
宮
王
、
令
講
勝
髭
經
、
其
儀
如
檜
也
、
諸
王
公
主
及
臣
連
公
民
信
受
無
不
嘉
也
④
「
日
本
後
紀
」
巻
十
二
延
暦
廿
四
年
六
月
三天寿国繍帳銘にみる「公主」の語についての考察
二
三
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審
欺
之
云
、
所
以
來
和
者
、
欲
嫁
公
主
也
。
（
中
略
）
去
年
十
二
月
、
吐
蕃
使
等
歸
国
。
尋
彼
来
由
、
在
婆
公
主
。
⑤「日本後紀」巻汁三逸文（「日本紀略」）天長二年正月
戊
申
、
披
庭
公
主
参
観
冷
然
院
。
賜
陪
従
大
夫
已
下
禄
。
庚
戌
、
披
庭
公
主
目
冷
然
院
還
。
⑥「続日本後紀」巻十七承和十四年十月
弘
仁
十
四
年
春
二
月
天
皇
幸
齋
院
花
宴
。
碑
文
人
賦
春
Ⅱ
山
庄
詩
。
各
探
勒
韻
。
公
主
探
得
塘
光
行
蒼
。
（
中
略
）
天
皇
書
懐
。
賜公主日。
⑦「三代実録」巻一一貞観元年四月十八日癸夘
諸
王
公
主
。
問
磐
石
之
緒
。
天
人
之
際
遼
高
。
⑧「遍照発揮性霊集」
為
酒
人
内
公
主
遺
言
。
⑨「菅家文草」
復
有
長
姉
公
主
、
歩
眞
空
而
不
帰
。
⑩「東大寺要録」巻第一天平十七年八Ⅱ二十一一一Ⅱ
公
主
婦
人
命
婦
釆
女
文
武
官
人
等
、
運
士
築
堅
御
座
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
成
立
時
期
を
み
る
と
、
①
「
元
興
寺
丈
六
釈
迦
仏
光
背
銘
」
に
つ
い
て
は
、
像
も
光
背
も
現存せず、醍醐寺本「諸寺縁起集」所収の「元興寺縁起』
の
「
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
に
「
丈
六
光
銘
」
が
掲
載
法
政
史
学
第
六
十
六
号
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
一
彦
氏
は
、
豊
浦
寺
の
支
配
を
め
ぐ
る
争
い
の
歴
史
を
基
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
「
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
に
つ
い
て
、
「
九
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
も
の
が
、
平
安
末
期
に
改
作
さ
れ
、
今
見
る
も
の
と
な
っ
た
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
元
興
寺
丈
六
釈
迦
仏
光
背
銘
」
は
「
平
安
末
期
改
作
さ
れ
た
（９）
際に付加された部分」だという。
②
天
平
十
八
年
十
月
の
僧
綱
（
そ
う
ご
う
）
の
牒
に
し
た
が
っ
て
、
天
平
十
九
年
に
法
隆
寺
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
。
③
②
の
記
事
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。
家
永
氏
は
「
帝
説
」
の
こ
の
部
分
を
含
む
太
子
の
事
績
記
事
は
、
奈
良
時
代
初
期
以
降
の
成
立
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
山
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
。
帝
説
」
の
太
子
の
事
績
記
事
の
中
に
み
ら
れ
る
「
法
華
等
経
疏
（
ぎ
よ
う
し
よ
）
」
が
、
太
子
政
策
と
し
て
登
場
す
る
の
は
「法隆寺伽藍縁起井流記資財帳」であることから、「帝説」
（皿）
の
記
事
は
「
法
隆
寺
資
財
帳
」
を
引
用
し
た
」
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
天
平
十
九
年
以
降
の
成
立
で
あ
る
と思われる。
④三⑤承和七年成立
⑥
貞
観
十
一
年
成
立
⑦
延
喜
一
年
成
立
⑧
承
和
二
年
ま
で
に
成
立
■■■■■■■■■■
一
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現
存
す
る
亀
甲
図
を
含
む
台
裂
を
み
る
と
、
一
続
き
の
羅
の
台
裂
の
上
に
鳳
凰
や
雲
、
変
化
生
と
隣
り
合
っ
て
亀
甲
図
が
刺
繍
さ
れ
て
お
り
、
大
橋
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
亀
甲
図
は
天
寿
国
を
荘
厳
す
る
各
種
図
柄
と
同
じ
く
意
匠
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
」
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銘
文
（
系
譜
記
事
も
含
む
）
も
、
繍
帳
が
製
作
さ
れ
る
際
に
作
ら
れ
て
刺
繍
き
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
前
章
ま
で
に
銘
文
の
成
立
時
期
を
八
世
紀
初
め
以
降
と
想
定
し
て
き
た
が
、
金
沢
英
之
氏
に
よ
る
と
、
繍
帳
銘
の
暦
は
儀
鳳
暦
に
基
づ
く
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
繍
帳
銘
に
は
、
間
人
王
の
忌
日
に
つ
い
て、「辛巳十二月廿一癸酉日」と記載きれているが、「三正
綜
覧
』
に
よ
る
と
、
辛
巳
年
（
推
古
二
十
九
年
）
十
二
月
一
一
十
一
日
⑨
昌
泰
三
年
成
立
⑩嘉承元年成立
以
上
、
「
公
主
」
の
語
が
み
ら
れ
る
史
料
の
成
立
時
期
を
み
る
と
、
す
べ
て
が
天
平
期
以
降
で
あ
り
、
繍
帳
銘
の
成
立
時
期
も
そ
の
時
代
を
大
き
く
遡
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
公
主
」
の
語
か
ら
み
た
繍
帳
銘
の
成
立
時
期
も
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
八
世
紀
は
じ
め
以
降
の
成
立
と
い
う
考
え
に
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
四
銘
文
か
ら
み
た
天
寿
国
繍
帳
の
成
立
時
期
の
干
支
は
甲
戌
で
あ
り
、
一
日
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ず
れ
に
関
し
て
、
銘
文
の
依
拠
し
た
暦
を
儀
鳳
暦
と
す
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
暦
相
互
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
ョ
ケ
目
を
開
発
さ
れ
た
須
賀
隆
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
間
人
王
の
忌
日
の
干
支
が
「
癸
酉
」
と
な
る
こ
と
か
ら
証
明
で
き
る
の
は
、
進
朔
を
行
わ
な
い
定
朔
の
暦
法
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
っ
て
、
使
わ
れ
た
暦
法
ま
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
コ
ケ
目
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
、
儀
鳳
暦
の
み
な
ら
ず
大
桁
暦
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
場
合
に
も
干
支
は
「
癸
酉
」
と
な
る
。
儀
鳳
暦
の
使
用
さ
れ
た
時
期
は
、
持
続
四
年
か
ら
元
嘉
暦
と
併
用
さ
れ
、
文
武
二
年
か
ら
は
儀
鳳
暦
が
単
独
で
、
天
平
宝
字
七
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
術
暦
は
天
安
元
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
干
支
の
上
か
ら
は
、
と
りあえず繍帳銘の成立時期は八世紀初めから九世紀半ばま
（、）
でと幅広い可能性を認めておくのが穏当だと考える。
なお、その場合、「法隆寺伽藍縁起井流記資財帳」の、
「
合
通
分
繍
帳
威
帳
〈
其
帯
廿
二
條
鈴
三
百
九
十
三
〉
右
納
賜
浄
御
原
官
御
宇
天
皇
者
」
と
あ
る
繍
帳
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
が
、
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記資財帳」には金堂薬師像や同釈迦像も記載されており、
そ
の
際
光
背
銘
に
も
留
意
し
て
い
る
の
が
明
白
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
一
一
五
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か
ら
、
大
山
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
繍
帳
二
帳
が
天
寿
国
繍
帳
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
銘
文
の
趣
旨
を
記
さ
な
い
は
ず
は
（Ⅲ）
な
い
」
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
天
寿
国
繍
帳
は
こ
の
時
点
で
は
少
な
く
と
も
出
来
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
天
平
十
九
年
以
降
の
成
立
と
な
る
。
よ
っ
て
、
繍
帳
の
成
立
時
期
は
天
平
十
九
年
以
降
九
世
紀
半
ば
ま
で
と
絞
り
込
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
が
作
ら
れ
た
天
平
十
九
年
は
、
「
三
経
義
疏
」
が
出
現
す
る
な
ど
、
太
子
信
仰
の
成
立
過
程
で
は
画
期
を
な
す
年
で
あ
る
。
若
井
敏
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
隆
寺
は
「
天
平
年
間
に
入
っ
て
、
奈
良
初
期
ま
で
の
様
相
と
変
わ
っ
て
聖
徳
太
子
に
関
係
あ
る
寺
院
と
し
て
光
明
皇
后
か
ら
特
別
（⑬）
な
施
入
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
太
子
信
仰
の
隆
盛
と
と
も
に
法
隆
寺
が
特
別
な
寺
院
と
な
り
、
上
宮
王
院
が
創
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
状
況
下
、
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
太
子
の
遺
愛
の
砧
が
登
場
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
も
「
上
官
皇
太
子
菩
薩
伝
」
や
「
上
官
聖
徳
太
子
伝
補
關
記
」
と
い
う
太
子
伝
記
が
編
ま
れ
、
そ
の
中
で
太
子
の
事
績
は
次
第
に
神
秘
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
間
、
太
子
に
関
連
す
る
品
と
し
て
天
寿
国
繍
帳
が
作
ら
れ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
思
う
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
（
二
天
寿
国
繍
帳
の
原
本
と
再
興
部
分
に
つ
い
て
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
銘
文
記
事
の
末
尾
に
「
右
在
法
隆
寺
蔵
繍
帳
二
張
縫
着
亀
背
上
文
字
者
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
繍
帳
は
成
立
後
、
法
隆
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
文
永
十
一
年
中
宮
寺
の
尼
僧
信
如
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
建
治
元
年
に
模
本
が
製
作
さ
れ
た
。
現
在
の
残
欠
の
中
に
も
原
本
と
模
本
が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
。
毛
利
登
氏
に
よ
る
と
、
「
原
本
で
あ
る
羅
の
台
裂
部
分
は
、
繍
糸
は
強
い
左
撚
り
で
染
色
も
鮮
麗
で
あ
る
。
ま
た
、
台
裂
の
文
様
も
四
つ
目
の
竪
菱
を
織
り
出
し
て
お
り
、
正
倉
院
に
残
さ
れ
た
羅
と
同
様
な
風
趣
で
あ
る
」
と
い
う
。
一
方
、
「
模
本
で
あ
る
綾
と
平
絹
の
台
裂
は
、
繍
糸
は
右
撚
り
と
平
糸
で
、
染
色
も
弱
々
し
い
。
な
お
、
白
鳳
天
平
時
代
の
絹
の
経
緯
の
密
度
は
ほ
ぼ
均
等
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
の
平
絹
は
経
糸
が
細
く
痩
せ
、
緯
糸
が
よ
く
肥
え
て
い
（ｕ）
る
の
は
後
代
に
多
い
絹
質
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
天
寿
風
繍
帳
の
図
像
を
と
り
あ
げ
て
、
繍
帳
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
た
い
。
五
図
様
か
ら
の
成
立
時
期
の
考
察
一一一ハ
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大
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
（
三
図
様
に
み
ら
れ
る
古
い
要
素
従
来
、
繍
帳
の
成
立
を
推
古
朝
と
み
る
意見では、図像の中にみられる古い
要
素
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
野
氏は、繍帳内に表された人物が古い
服
制
に
基
づ
く
衣
服
を
着
用
し
て
い
る
と
考えられている。これは天武十一年
三
月
に
禁
止
さ
れ
た
服
制
で
あ
り
、
「
親
王
以
下
、
百
寮
諸
人
、
自
今
巳
後
、
位
冠
及裡摺脛裳、莫着」（「日本書紀」同
月条）とあるところの摺を着用して
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
衣
服
今
に
は
槽
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
大
宝
令
に
お
い
て
礼
服
と
し
て
復
活
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
の
上
衣
は
袖
の
よ
う
な
長
衣
で
な
く
、
天
寿
国
繍
帳
に
見
る
よ
う
な
旧
制
の
（胆）
短
衣
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
図
様
の
右
下
に
み
え
る
鐘
堂
の
屋根が綴葺きであることで、繍帳の
古
く
み
る
意
見
が
あ
る
が
、
確
か
に
皇
極
七
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二
年
の
建
立
で
あ
る
山
田
寺
金
堂
が
綴
葺
き
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
建
物
に
関
し
て
は
、
過
去
に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
み
て
、
描
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
建
物
の
建
立
時
期
か
ら
繍
帳
の
成
立
時
期
を
一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
玉
虫
厨
子
の
屋
根
に
も
鑑
葺
き
が
見
ら
れ
る
が
、
玉
虫
厨
子
の
成
立
年
代
に
は
諸
説
が
あ
り
、
七
世
紀
後
半
以
後
と
い
う
意
見
が
大
勢
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
古
い
要
素
と
い
う
も
の
の
、
必
ず
し
も
推
古
朝
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
疑
問
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
古
い
要
素
は
模
本
の
箇
所
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
治
の
再
興
時
に
は
、
古
い
繍
帳
の
図
様
を
基
に
忠
実
に
模
本
を
製
作
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
三
）
図
様
に
み
ら
れ
る
新
し
い
要
素
一
方
、
図
様
の
中
で
も
比
較
的
新
し
い
と
思
わ
れ
る
要
素
が
あ
る。画面左下の仏殿と思われる建物の部分である。
建
物
の
基
壇
部
分
に
蓮
弁
ら
し
い
も
の
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
大
橋
氏
は
「
蓮
弁
の
中
に
円
文
を
あ
ら
わ
し
た
反
花
」
で
あ
る
と
し
て
、
大
陸
の
類
似
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
東
野
氏
も
「
蓮
弁
以
外
に
は
想
定
し
に
く
い
」
と
さ
れ
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
「
金
銅
小
幡
」
（
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
仏
像
台
座
蓮
弁
に
類
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
「
勝
鬘
経
」
（
十
三
世
法
政
史
学
第
六
十
六
号
紀
鎌
倉
時
代
）
の
見
返
し
に
あ
る
「
聖
徳
太
子
勝
鬘
経
講
讃
図
」
に
も
白
と
青
の
大
き
な
蓮
弁
が
降
っ
て
い
て
、
様
相
は
異
な
る
も
の
の
、
繍
帳
の
建
物
基
壇
部
分
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
色
で
あ
る
。
や
は
り
こ
れ
は
蓮
弁
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
東
野
氏
は
、
蓮
弁
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
画
面
を
太
子
の
勝
鬘
経
講
讃
図
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
、
検
討
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
他
の
勝
鬘
経
講
讃
図
で
は
「
聖
徳
太
子
伝
暦」の「講寛之夜，蓮華零、花長二一一一寸（尺）、而溢方一一一
四
丈
之
説
場
（
地
こ
と
い
う
記
事
を
受
け
て
、
大
き
な
蓮
弁
が
降
っ
て
い
る
様
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
繍
帳
の
図
様
と
は様相がかなり異なる。繍帳の図様は、大橋氏の一一一一口われる
よ
う
に
、
「
あ
た
か
も
仏
殿
が
基
壇
ご
と
反
花
の
蓮
華
座
の
上
に
お
かれているかのよう」に思われる。大橋氏はこれ以上一一一一口及
き
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
図
は
勝
鬘
経
を
説
い
た
際
に
蓮
弁
が
降
っ
た
と
い
う
伝
説
に
加
え
、
蓮
弁
が
降
っ
た
そ
の
場
所
に
橘
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
橘
寺
の
建
立
に
関
す
る
伝
承
は
、
平
安
中
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
橘
寺
縁
起
』
に
も
同
様
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
が
、
講
説
の
夜
に
降
っ
た
蓮
華
を
太
子
が
石
櫃
に
入
れ
て
埋
め
た
こ
と
や
吉
野
川
の
小
石
に
法
華
経
を
書
い
て
、
蓮
華
で
覆
っ
た
な
ど
と
、
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
の
記
事
￣
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（四）古い繍帳の存在の可能性
こ
の
繍
帳
が
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
の
伝
承
を
受
け
て
成
立
し
た
と
す
る
と
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
前
述
し
た
よ
う
な
古
い
様
式
の
銘
文
や
図
様
を
研
究
し
て
製
作
す
る
だ
け
の
技
術
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
繍
帳
の
中
に
、
古
い
要
素
と
新
し
い
要
素
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。
実
は
、
橘
寺
の
伝
承
と
思
わ
れ
る
図
様
は
、
珠
文
帯
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
で
あ
る
。
加
え
て
、
通
常
織
物
で
は
縦
糸
方
向
は
縦
に
使
う
と
こ
ろ
を
、
こ
の
箇
所
で
は
縦
糸
方
向
を
横
に
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
繍
帳
の
周
辺
部
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
よ
り
、
発
展
付
随
し
た
伝
承
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
が
ま
ず
成
立
し
、
「
橘
寺
縁
起
」
に
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う。また、「聖徳太子平氏伝私注」の中にも、「巡礼記云」
と
太
子
に
よ
る
勝
鬘
経
の
講
経
と
橘
寺
伝
承
の
記
事
が
あ
る
。
「
現
存
す
る
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
」
（
保
延
六
年
成
立
）
に
は
当
該
箇
所
が
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
当
初
は
こ
の
伝
承
記
事
を
含
ん
で
い
た
も
（咽）
のと田心われる」。なお、「聖徳太子伝暦』に先行する「上官
皇
太
子
菩
薩
伝
』
（
八
世
紀
後
半
に
成
立
）
や
「
上
官
聖
徳
太
子
伝
補
閼
記
」
（
平
安
遷
都
後
に
成
立
）
に
は
こ
の
橘
寺
建
立
に
関
す
る
伝
承
は
み
ら
れ
な
い
。
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
の
ほ
か
の
縦
糸
方
向
を
横
に
し
て
使
っ
て
い
る
箇
所
に
は
、
鮠
拝
す
る
人
物
や
何
か
を
背
負
っ
て
杖
を
手
に
歩
く
人
物
（
下
部
に
珠
文
帯
あり）が見受けられ、他にさまざまな図様があったことが
う
か
が
え
る
。
新
し
い
要
素
が
周
辺
部
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
あ
り
、
こ
の
周
辺
部
に
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
図
様
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
銘
文
成
立
に
矛
盾
し
な
い
時
期
、
す
な
わ
ち
天
平
十
九
年
以
降
、
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
古
い
繍
帳
が
あ
り
、
『
聖
徳太子伝暦」以後に、太子の事績を図様にした部分が周囲
に
追
加
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。
大
橋
氏
は
、
繍
帳
の
推
古
朝
成
立
を
主
張
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
左
下
の
珠
文
帯
に
は
さ
ま
れ
た
箇
所
は
「
太
子
絵
伝
的
な
も
の
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
周
辺
部
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
図
様
が
他
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
的
を
得
た
表
現
だ
と
恩
｝７。大
勢
で
は
、
「
太
子
信
仰
の
芸
術
的
表
現
は
伝
暦
成
立
後
、
平
安
時
代
後
期
に
著
し
い
萌
芽
を
み
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
絶
頂
に
（Ⅳ）
達
し
た
感
が
あ
る
」
と
い
う
。
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
が
成
立
し
た
後
に
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
、
太
子
全
生
涯
の
絵
両
的
表
現
が
隆
盛
す
る
。
「
太
子
へ
の
尊
崇
の
念
が
聖
徳
太
子
信
仰
と
し
て
観
念
化
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
数
多
く
の
太
子
絵
伝
が
制
作
さ
れ
、
多
様
な
展
開
（旧）
を
見
せ
た
」
。
現
存
す
る
最
古
の
絵
伝
は
法
隆
寺
東
院
絵
殿
の
障
子
一
一
九
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天寿国綴帳残欠図様配置図
｜羅地部分
綾地部分
蕊職劉平紺地部分
｜綾と平紺が正なっている部分
－しは下地製の経糸方向を表わす。
平絹地の部分はすべて裂が枇位世（織物の緯糸方向が図
様の左右）に扱われている。
(以上､注39沢田むつ代読文に依り､図に区画線を加縦した) 、〔剛：東野治之氏作成〕
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絵
で
あ
っ
た
「
聖
徳
太
子
絵
伝
屏
風
」
（
延
久
元
年
、
秦
到
真
筆
、
東
京
国
立
博
物
館
、
法
隆
寺
宝
物
館
所
蔵
）
で
あ
る
。
で
は
、
古
い
繍
帳
に
新
し
い
周
辺
部
が
追
加
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と、その時期はいつだろうか。「聖徳太子伝暦」、『上官聖
徳
法
王
帝
説
」
の
あ
と
、
天
寿
国
繍
帳
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
、
「
太
子
伝
古
今
目
録
抄
」
お
よ
び
信
如
に
よ
る
繍
帳
発
見
時
で
あり、その間の動向は把握できない。「太子伝古今目録抄」
に
は
前
后
（
太
子
母
壬
）
の
崩
日
に
つ
い
て
「
中
宮
寺
曼
茶
羅
之
銘
文
二
爾
見
タ
リ
」
と
の
記
述
が
み
え
る
。
「
太
子
伝
古
今
目
録
抄
」
は
嘉
緑
三
年
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
天
寿
国
繍
帳
は
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
に
よ
る
と
法
隆
寺
に
蔵
し
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
文
永
十
一
年
信
如
に
よ
っ
て
法
隆
寺
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
記
事
の
み
で
、
「
太
子
伝
古
今
目
録
抄
」
の
成
立
時
期
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
中
宮
寺
曼
茶
羅
之
銘
文
二
爾
見
タ
リ
」
と
の
記
述
は
、
信
如
に
よ
る
再
興
の
後
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
な
る
と
、
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
、
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
あ
と
、
信
如
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
天
寿
国
繍
帳
の
存
在
は
行
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
「
太
子
曼
茶
羅
講
式
」
に
も
あ
る
よ
う
に
「
徒
埋
法
隆
寺
久
朽
綱
封
倉
、
世
以
不
知
之
、
人
以
不
存
之
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
、
銘
文
と
図
様
と
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
ま
ず
、
銘
文
中
の
干
支
を
考
慮
し
た
う
え
、
さ
ら
に
「法隆寺伽藍縁起井流記資財帳」に繍帳の存在が確認でき
な
い
こ
と
か
ら
、
繍
帳
が
成
立
し
た
の
は
、
天
平
十
九
年
以
降
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
と
考
え
た
。
な
お
、
こ
れ
は
繍
帳
銘
中
に
使
用
さ
れ
た
「
大
王
」
「
公
主
」
の
語
か
ら
み
て
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
時
期
は
、
光
明
皇
后
を
中
心
に
、
法
隆
寺
に
特
別
な
施
入
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
上
官
壬
院
が
創
建
さ
れ
太
子
信
仰
の
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
子
の
遺
品
が
ど
こ
か
ら
か
探
し
出
さ
れ
て
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
、
天
寿
国
繍
帳
は
太
子
に
関
係
深
い
品
と
し
て
、
多
至
波
奈
大
女
郎
に
仮
託
し
て
、
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
繍
帳
の
存
在
が
明
ら
か
で
、
絵
伝
の
図
の
よ
う
な
大
掛
か
り
な
追
加
が
な
さ
れ
た
ら
何
ら
か
の
記
録
が
残
っ
て
い
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
古
い
繍
帳
の
周
囲
に
新
し
い
部
分
を
追
加
す
る
こ
とが技術的に可能かどうかも定かではない。したがって、
信
如
に
よ
る
建
治
元
年
の
再
興
時
に
、
古
い
繍
帳
を
忠
実
に
復
元
し
つ
つ
、
そ
の
周
朋
に
は
太
子
の
事
績
を
あ
ら
わ
し
た
絵
伝
的
部
分
を
追
加
し
、
新
繍
帳
が
成
立
し
た
と
推
測
す
る
。
む
す
び
一
一
一
一
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また、繍帳の仏殿と思われる図様が橘寺建立の伝承に基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
の
解
釈
に
基
づ
き
、
繍
帳
の
成
立
時
期
に
関
し
て
検
討
を
進
め
た
。
す
な
わ
ち
、
繍
帳
の
図
様
の
中
に
は
天
平
十
九
年
か
ら
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
古
い
要素と、「聖徳太子伝暦」以後の新しい要素が混在してい
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
要
素
を
含
む
繍
帳
の
周
辺
部
と
思われる箇所には、その他にもさまざまな図様があったよ
う
で
あ
り
、
「
聖
徳
太
子
伝
暦
』
以
降
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
太
子
絵
伝
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
状
況
を
踏
ま
え
、
加
え
て
、
「
上
官
聖徳法王帝説」、「聖徳太子伝暦」以降、文永十一年に発見
さ
れ
る
ま
で
繍
帳
の
存
在
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
私
見
で
は
天
平
十
九
年
か
ら
九
世
紀
半
ば
の
間
に
成
立
し
た
古
い
繍
帳
が
あ
り
、
信
如
に
よ
る
建
治
元
年
の
再
興
時
に
、
古
い
繍
帳
を
忠
実
に
復
元
し
つ
つ
、
太
子
絵
伝
的
な
図
様
を
周
囲
に
施
し
た
新
繍帳が成立したと考えた次第である。
以
上
、
天
寿
国
繍
帳
の
銘
文
と
図
様
に
見
ら
れ
る
古
い
要
素
と
新
し
い
要
素
が
混
在
す
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
。
先
行
研
究
を
見
て
も
、
こ
れ
ま
で
図
様
と
銘
文
が
同
時
に
研
究
さ
れ
る
機
会
は
そ
う
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら、殊に図様に関しては、浅学の身で詳細な検証には力が
及
ば
ず
、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
た
と
い
う
形
に
と
ど
め
て
お
き
た
法
政
史
学
第
六
十
六
号
いし」田いう。
注（１
）
飯
田
瑞
穂
「
天
寿
国
繍
帳
銘
を
め
ぐ
っ
て
」
「
古
美
術
」
一
一
、
’
九
六
五
年
（
２
）
林
幹
彌
「
上
代
の
天
皇
の
呼
び
名
」
「
史
観
」
四
五
、
一
九
五
五
年
（３）大橋一章「天寿国繍帳の制作年代」「天寿国繍帳の研究」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
。
以
下
、
大
橋
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
４
）
義
江
明
子
。
姿
生
」
系
譜
に
み
る
双
方
的
親
族
関
係
」
「
Ｈ
本
古
代
系
譜
様
式
論
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年
。
以
下
、
義
江
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
５
）
東
野
治
之
「
天
寿
凶
繍
帳
の
制
作
年
代
ｌ
銘
文
と
図
様
か
ら
見
た
ｌ
」
「
考
古
学
の
学
際
的
研
究
」
岸
和
川
市
教
育
委
員
会
、
二
○
○
一
年
。
以
下
、
東
野
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
６
）
金
沢
英
之
「
天
寿
国
繍
帳
銘
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
ｌ
儀
鳳
歴
に
よ
る
計
算
結
果
か
ら
」
「
Ｎ
語
と
国
文
学
」
七
八
’
二
、
二
○
○
一
年
。
以
下
、
金
沢
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
７
）
瀬
間
正
之
「
推
古
朝
遺
文
の
再
検
討
」
『
聖
徳
太
子
の
真
実
」
大
一
一
一
二
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（
坊
）
林
幹
彌
「
太
子
信
仰
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
。
（
Ⅲ
）
毛
利
登
「
天
寿
風
繍
帳
に
つ
い
て
ｌ
繍
帳
の
原
本
と
建
治
再
興
の
繍
帳
に
つ
い
て
」
「
古
美
術
」
二
、
一
九
六
五
年
。
（
胆
）
関
根
真
隆
「
奈
良
朝
服
飾
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
（
、
）
大
山
誠
一
「
聖
徳
太
子
関
係
史
料
の
再
検
討
（
二
」
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
一
○
六
、
二
○
○
一
年
。
（
Ⅲ
）
若
井
敏
明
「
法
隆
寺
と
古
代
寺
院
政
策
」
「
続
日
本
紀
研
究
」
二
二
八
、
一
九
九
四
年
。
以
下
、
若
井
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用につ
山
誠
一
編
、
平
凡
社
、
一
一
○
○
三
年
。
以
下
、
瀬
間
氏
の
考
察
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
８
）
大
山
誠
一
又
聖
徳
太
子
〉
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
「
長
屋
王
家
木
簡
と
金
石
文
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。
（
９
）
吉
田
一
彦
。
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
の
信
瀝
性
」
「聖徳太子の真実」大山誠一編、平凡社、二○○三年。
（、）大山誠一ヨ上宮聖徳法王帝説」成立試論」「聖徳太子の
真
実
」
平
凡
社
、
二
○
○
三
年
。
（
ｕ
）
須
賀
隆
氏
の
ご
教
示
は
小
口
雅
史
氏
を
通
じ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
須
賀
隆
氏
に
よ
る
と
、
大
桁
暦
に
関
し
て
は
、
進
朔
が
行
わ
れ
た
か
否
か
、
ま
た
進
朔
を
行
っ
た
と
し
て
ど
の
く
ら
い
の
時
刻
以
降
の
と
き
に
進
朔
し
た
か
は
、
学
問
的
に
は
結
論
が
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
「
日
本
暦
日
原
典
」
で
は
版
に
よ
っ
て
採
用
し
た
日
付
が
異
天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
野
見
山
）
年
○
こ
と
。
なる。
い
て
は
当
論
文
に
よ
る
。
（
Ⅳ
）
小
倉
豊
文
「
聖
徳
太
子
信
仰
Ｉ
そ
の
芸
術
的
表
現
を
中
心
と
し
て」「古美術」七、一九六五年。
（
旧
）
朝
賀
浩
「
聖
徳
太
子
の
美
術
」
「
聖
徳
太
子
事
典
」
石
田
尚
豊
ほ
か
編
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
。
一
一
一
一
一
一
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